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真光幸川を清流にする会
世話人 山 口拓郎

女達はこの日のことは一生忘れることはな
いだろう。退 しく人生に立ち向かつていつ
てほしいと祈らずにおれなかった。

3月 25日 (火)鶴 三小 ・運営協議会
委員から 「最近明るくあいさつをする子供
達が増えてきた」と意見が出された。

3月 29日 「大蔵村の今昔」座談会
最近、大蔵町では町内会創立 50周 年を記
念 して町誌 「わが町一大蔵」を出版された。
その編集に携わった土地の古老にお集まり
頂いて座談会を開催 した。会場は築百二十
年の須崎家のお座敷をお借 りした。須崎家
は四百年この土地に定住 してきた十日家であ
る。須崎先生は初代大蔵小学校校長、 86
歳の現在もなお望探 とされ微塵の衰えも感
ラさせない。若い日には零戦の勇士として

活躍されたそ うで古武士の風格がある。
先生のお話 「大蔵小は生徒が増え増築する
ことになつています。ところが講中 (昔か
ら居住の住民)に は小学生が一人もいなく
なりました。全部、新住民です。近所付合
いが希薄になつてきています。そこで昨年
から第二日曜日にこの部屋を地域の人々に
開放 し自由にお しやべりする時間を持つて
います。話題の一っは子供達のことです。
折角大蔵に生まれ育ちながら
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を持たないのはかわいそ うではないか。何
か大蔵にふさわしい行事がしたいなと言 う
ことで昨年から丼の花の阿弥陀堂の

"花
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ル

を開催 しています。それ と
"ホ

タル
の里

"を
復活させようと池を造 リカワニナ

を育てているところです」

鮮蕗翁獲あ練嵩ぶ盗祢黒浄虐奢周北薄塚垣O
た。昔はこの辺 りは無数のホタルが飛び交
つていたという。昨年末、大量のカワニナ
の群生が確認されたそ うだ。 「子供達とわ
くわくしながら夏がくるのを待つていると
ころです」と微笑まれた。

{4月 }
4月 3日 (木)「里親通信」印刷 ・配布
14時 から支所で山本、黒田さんと印刷。
学校、ライオンズクラブ等へ配達する。

鶴の子公園の桜は満開だった。 18時 から
魚民で一木会、南東建との打合せ内容等。

4月 4日 (金)「岡上地区」 との連携打合
岸慶応教授からお話があり、鈴木岡上こど
も文化センター館長、堂前和光大教授と町
田で会食する。開戸親水で子供達の催 しを
したいとのこと。おおいに賛成 !お互いに
協力 しあつていくことになつた。新 しい展
開がありそ うな予感がしてきた。

4月 6日 (日)井 の花阿弥陀堂花まつ り
春 うらら、今年の桜は見事である。山本、
黒田さんを 「ホタル池Jに 案内する。井の
花阿弥陀堂では地元の方々が

"花
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を祝つている。ご本尊の阿弥陀如来半臥像
は室町初期の作と伝えられている。古茶を
振る舞われる。須崎邸では庭に莫産が敷か
れ子供達が須崎先生の話に聞き入つている。
大蔵の里が

力
ふるさと

ル
としてょみがえり

つつあることを実感 した。

4月 13日 (日)清 掃作業
雨天、4月 にしては気温が低い。下堰親

水に百名近い人々が群れている。「ネ申奈川
歩く会」の隣が立っている。折角の楽 しみ
が生憎の天侯で気の毒である。「東京のあ
すを創る協会」の菊池事務局長が遠路わざ
わざ来て下さる。雨天のせいか例月より人
数が少ない。それぞれの持ち場に散 り作業
後は流れ解散とする。雨は本降 りになって
くる。おまけに気温が低い。作業二時間、
急ぎ帰宅 し熱い風呂に飛び込む。

4月 24日 (木)鶴 三小に 「報告書」持参
昨年の 「町田ごみフェスタ」で 4年 生が
「ごみ減量作戦」を発表 してくれた。その

報告書が出来たので出席者分 65部 を担任
の松田先生へ届ける。清流の会の今年の行
事計画をお話する。

一層連携を密にしてい
くことになった。大原校長は町田四小へご
栄転、後任の高倉校長にご挨拶する。
(この項おわり)

t2月 }
2月 7日 (木)エ コ・タウン見学
巌寒の季節、2月度の例会は東京スパーエ
コタウン見学となった。前日は雪だつたが
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2月 22日 (金)高 橋日出男さん一周忌
光陰矢の如 し。逝つて早や一年が経過 した。
高橋さんは共同学舎の共同墓地の大石の下
に眠る。 7名 で墓参、華を手向ける。

{3月 }
3月 6日 (木)「里親通信」印刷、発送
出本さんの都合悪く、午後 2時 から黒田さ
んと二人で印刷、封筒に入れる作業に取り
組む。意外に手間取る。 5時 までかかり学
校に配 り終える。 6時 から魚民で一木会。

3月 9日 (日)i管掃作業
快晴、気持ちのいい朝だ。今年初の清掃作
業。 9時 30分 、開戸親水に集合。手分け
して作業に取 りかかる。水は冷たいが早春

催塁藩法だ督ど格易ぞ潜坊ご詳2暑笙粂淋O
入つた財布を捨得。駅前の交番に届ける。

3月 13日 (木)水 サンプル採集
6時 に家を出る。清掃作業から日が経って

楽森ど建扇ぎ見ぞ篠楚轟暑覇乗が呈豊祢智
うやく完了した。鶴見川に数十本の石柱が
打ち込まれてその上を伝つて対岸へに渡れ
るようになった。少女が二人、大を連れて
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父親と

3月 24日 (月)鶴 三小 ・卒業式
今年も44名 の児童が巣立って行く。一人

藤全交埋扶ぢ桑皇義讐替輩縁機言多雰谷歩

た
期

。山

。

わ
三
る
横
く

会
に
第
け

。開

告
間
の
受
会
を

報
年
そ
を
討
話

修
二

。待
検
の

研
ら
る
招
別
ゴ

・
か
い
て
ス
き

小
年
で
し
ラ
焼

三
昨
ん
と
ク
炭

鶴
て
組
員
で
ｒ

＞
れ
り
委
館
生

火
さ
取
営
育
年

＜
抜
に
運
体
５

日
選
育

。後
の

２
は
教
会
観
当

１
小
徳
告
参
担

月
二
道
報
業
生

２
鶴
り
の
授
先

2月 21日 (木)水 サンプル採集

「井の花のホタルの池」


